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プレゼンテーションを取り入れた大学における
教養科目としての英語授業の実践
振り返りに現れる学生の成長
階戸陽太
1.はじめに
本稿は，大学の基礎教養科目としての英語の授業にプレゼンテーション
を取り入れた実践について報告するとともに，前期末と後期末の発表後に
学生が書いた振り返りを質的に比較分析することで，学生の成長からプレ
ゼンテーションを取り入れた授業への示唆を得ることを目的としている 。
2.プレゼンテーションを取り入れた実践
プレゼンテーションを取り入れた授業に関する先行研究を概観する 。
2.1.下位クラスでの実践
大学 2年生の授業にプレゼンテーションを取り入れた実践として酒井
(2014)がある。クラス分けを行った初級コースで，英語に対して苦手意識を
持つ学生が多いクラスであり ，学生の専門が多様なクラスで，プレゼンテ
ーションを中心とするプロジェク卜を取り入れた。
開始月 (10月)と終了月 (2月)に英語が好きか」 とういう質問に
6件法 (6rとても好き J~ 1 r大嫌いJ)で学生に回答してもらったとこ
ろ，英語への好意は 10月 (M=2.8，SD=I.J) から 2月 (M=4.2，SD=I.O) 
にかけて有意に向上 したと報告している。
プレゼンテーションを中心 としたプロジェクトを通して，英語に対する
学生の意識が肯定的に変わった。
2.2.学部の授業での実践
単一学部として，また英語プレゼンテーションの実践として藤田 ・山形
・竹中 (2009)が挙げられる。経済学部 ・経営学部の英語プレゼンテーショ
ンの授業で，アンケー ト調査と授業観察を行った。
学生が「自分にもできる」という意識を持つようになり ，自信をつけた。
?
?
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さらに 「またやりたしリという気持ちを持つようになり ，よい循環ができ，
自律した学習につながるとしている 。4-5回のプレゼンテーションを通し
た授業の効果について報告している 。
3.実践内容
こうしたプレゼンテーションを取り入れた授業を，教養科目としての英
語の授業に取り入れ，筆者も行ってきた。2015年度より勤務校が変わった
が，前任校での 2014年度の実践に焦点を当てる。
3.1.英語購読J
対象とする授業は，文系学部(非英語専攻)の 2年生を対象とした 「英
語購読」である 。教養科目としての英語で，通年科 目であり ，習熟度別の
クラス編成を行った下位のクラスを担当していた。前年度に単位取得でき
なかった過年度生も受講する。2014年度は合計 36名のクラスであった。
この授業を 2011年度より担当し，毎回代表グループがプレゼンテーショ
ンを行う授業を実践してきた 。 テキス卜は Oxford の ~ BUSSINESS VENTURE 
]j]を使用するように決められていた。 i購読」という名前がついた授業で
あるが，他のクラスをネイティブ教員が担当していた ことから ，コミュニ
ケーションを 目的 としたテキストが選択されていた O そのため ，英語を読
む量を増やす必要性を感じ，英字新聞などの英文資料を取り入れることを
考えた O さらに学生に主体性を持たせるため，学生が英文資料を選び，そ
の資料に関連したプレゼンテーションを導入した。
授業は，プレゼンテ ーションを行った後，テキストに関する内容を扱っ
た。2012年度からは協同学習を取り入れ，グループを基本とし，学生同士
が学び合う場面を設定した。
3.2.毎回のプレゼンテーション(グループ)
毎時間，授業の最初にプレゼンテーションの時間を取った。担当グルー
プは学期始めに決め，できるだけ 2週間以上の準備期間を置くようにした。
発表グループは英文資料とパワーポイントを準備する。
英文資料は事前に提出し，印刷 して発表時に全員に配布した。 この英文
資料は，発表する内容に関する英文になる 。テーマ ，量などは指定せず，
各グノレープに任せ，新聞やインターネットから英文を探し，ワードにまと
める。図 1が英文資料の実例になる。
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図 l 英文資料の一例
発表時にはパワ ーポイントを使用するようにした。発表時間は，質疑応
答も含め 30分程度とした。発表内容の構成として， (1)資料の要約(日本語)， 
(2)調査，(3) グループの意見，以上 3点を基本的な要素にした。
使用言語は英語， 日本語， どちらでもよいことにした。英語にしなかっ
た理由は， 目的が英文を読んで理解する こと，また下位クラスであること，
この 2点からである。ただし ，(3) グループの意見は，英語にするように
指定した。
図 2がノfワ一ポイン トの実例になる 。図 lの資料を基にしたものである。
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図 2パワーポイントの一例
この回は 11月 11日で，ポッキーの
日に絡めて 「長いもの」について発
表を行った。ポッキーを出発点に，
細長いもの，細長い動物，細長い人
間と話が続いていく 。細長い人間で
は，タレントのアンガールスを紹介
していた。 このように，硬い内容だ
けでなく ，学生の興味 ・関心に基づ
いた内容になった。
なお図 2はパワーポイン卜の前半
部分に当たる 。後半部分では，タレ
ントの画像を用いているため，肖像
権を考慮し，前半部分のみを掲載し
た。
発表したら終わり ，ではなく，全員に課題を設定した。 まず，英文資料
を読んで，ノートにわからない語句を調べる ことと 日本語の要約をまとめ
るようにした O また ，聞 き手の学生に対しては発表に対するコメントと自
己評価 (任意)を ，発表した学生に対しては発表の振り返りと自己評価を
ポータルサイトに記入するようにした O 評価は，発表全体を 5段階で評価
し，発表グループの成績に反映させた。 コメン トと評価は，翌週に発表し
たグループに渡した。
このような形でグノレープ発表を毎回設定し， 半期で l人 2回のグループ
発表を行 った。
3.3.期末プレゼンテーション(個人)
2013年度より， 学期末に個人のプレゼンテーションを取り入れることに
した。学期末試験の代わりとし， 2週にわたって全員が発表するようにし
た。
毎回のプレゼンテーションと同じように，英文資料とパワーポイン トを
作成した。発表が試験期間中であることを顧慮し ，1カ月前をめどに，期
末プレゼンテーションについて告知した。毎回のプレゼンテーションとは
異なり，英文資料は 当 日提出することにし， 全員には配布せず，その代わ
りにわかりやすい説明を求めた。詳しい内容については，後述する。
80 
'司堕哩喧喧旬・，'"恒開歯固曹司暗 闇里里哩
1 
，-副己ー| 発表時間は 5分で，質疑応答
は 3分とした。聞いている 学生
件 I~ 1は，その場でコメントと評価を
行った。図 3が実際の評価シー
u トである。
発表者は，ポータルサイトに
「 振り返り印税 1週間以内に
記入するようにした。
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図 3評価シートの例
4.振り返り
2014年度の前期と後期，両方の期末プレゼンテーションの振り返りを質
的に分析する 。
4.1.分析方法
振り返りの分析方法として， 質的分析を行う 。理論的背景 として「構成
構造主義J (西保， 2007，2008)を援用し，分析方法としてグランデッドセ
オリーアプローチを用いる 。 ここでは，グランデッドセオリーアプローチ
(文木， 2008)を用いる。
西僚によると，構成構造主義では，研究者の視点で，研究に関する 事柄
(調査対象，人数，方法など)を決めることができるという質的研究方法
の考え方である。
グランデッドセオリーアプローチを用いた具体的な分析の手順として，
ー ???
まず内容によってラベル付けを行った。 内容を重視したため，切片化は行
わなかった。その後，内容を検討し，似たものをまとめて ，カテゴリーを
作った。 さらにカテゴ リーを整理し，最終的なモデル図を作成した。
4.2.前期の期末プレゼンテーション
一量重画
期末プレゼンテーションについて
は，前節で述べたが，前期はテーマ
を限定した。授業内で行ったグルー
ププレゼンテーションに関連したも
のを選ぶように指定した。具体的に
は，前半の評価が高かったグループ
3つの英文資料と後半の全グループ
の英文資料の中から lつのテーマを
選ぶ こととした。ただし，自分の所
属したグループのものは選べないこ
とにした。
発表構成は，①プレゼン資料要約
(日本語) ，②調査(日 本語 。r英
語) ，③ 意見(英語) ，④引用文
献(一覧)とした O
図 4は前期プレゼンテーションの
一例である。
4.3.前期の振り返りの分析
前期の振り返りの分析から. %:満足感 ;)>%:反省;)><<学び》の 3つのカテ
ゴリーができた。
《満足感》では<準備><工夫 ><質問の多さ><内容>，以上 4つ
のサブカテコリーが生成された。各カテゴリーの具体的な振り返りを取り
上げる。
<準備>
・自分のプレゼンのまとまりがあまり納得のいくものではなかったが，調
査自体はすごく面白かった。
く工夫>
・知 らない人も置いてけぼ りにならないよう に説明と概要を詳しく 説明さ
????
せていただきました。また，やはり言葉だけでは通じにくいと思ったの
と途中飽きてしまうのを防ぐために動画を入れたので，私の発表がよく
伝わったと思います。
く質問の多さ>
・みんながたくさん質問してくれたのでありがたかったです。
〈内容>
・プレゼンの内容を特に指定されなかったことで，自分の好きなテーマで
発表することができ ，パワーポイントを作成するのがとても楽しかった
です。
<工夫〉で述べられているように，聞き 手を意識して取り入れた工夫がう
ま くいったこと <準備〉の楽しさが述べられていた。また，好きな<内
容>で発表できた こと，その結果，質問が多くあったことに満足している
振り返りがあった。
《反省》では<心残り><緊張><発表の仕方><構成><準備>
く不備><時間不足><パワーポイン卜>，以上 8つのサブカテゴリー
が生成された。各カテゴリーの具体的な振り返りを取り 上げる O
<心残り >
・最後まで作ってから， 1からやり直したいと思ってしまい， 自分の中で
は楽し くないプレゼンになってし まったのが心残り 。
<緊張>
・意見を英語で発表するのをスラスラと読みたいと思い，何度も練習して
いったのですが，前に立っと緊張してしまって練習通りに読めなかった
ことが悔しかったです。
・一人でプレゼンするのは初めてだったのでとても緊張した。
く発表の仕方>
・ただもっとシャキッと発表するべきだったと反省している。
<構成〉
・プレゼンの構成が甘かった。
く準備〉
-資料要約の部分が多くテーマに対する調査が少し少なかったような気が
しました。また自分の意見も周りに比べて足りなかったと反省していま
す。
<不備>
????
-英文資料に URLを載せ忘れたことが良くなかった点です。
<時間不足>
5分という時間内でやるのは非常に難しく，いくつか話そうと思ってい
た話をカットせざるを得なかったことが悔やまれる。
<パワ ーポイン卜>
.グループとしてのプレゼン発表の直後に期末プレゼンで資料要約や意見
などを分担できたグループプレゼンと比べるとパワーポイン卜の質が低
くなってしまった。
く緊張>で述べられているように，準備をしたが， うまくいかなかったと
いう振り返りがあった。 方で，準備不足や不備を反省する記述もあった。
また，く発表の仕方>のように，発表する姿勢に対する反省もあった。
《学び》では<次回へ><他者からの学び><英語><難しさ><準備
過程><グループプレゼンの良さ>，以上 6つのサブカテゴリーが生成さ
せた。各カテゴリーの具体的な振り返りを取り上げる。
<次回へ>
・後期にまた発表する機会があれば，今回できなかったことを上手くでき
るようにしたいです。
く他者からの学び>
・他の人のスライドや，発表を見ていると自分には足りないものが多くあ
ることに気づかされた。
-僕のプレゼンより Y君のプレゼンのほうが盛り上がっていたので，次は
もっと盛り上がるような内容にしたい
<英語>
・意見は自分で英文を考えて書かなくてはいけなくてボキャブラリーのな
さを痛感しました。そのせいで簡単にできる作業も手聞がかかつてしま
いました。もっと英語を勉強してすらすらとかけるようになりたいと思
いました。
<難しさ>
・期末のプレゼンはグループのものとは異なり，自分の独断で話題を決め
れました。しかし，その反面話題探しに時間がかかりました。ま た，グ
ループのプレゼンの内容と結び付けるという条件が難しかったです。
<準備過程>
1人でやって調べるべきことを徹底的調べることが出来ました。 1人で
84 
やって見てよかったと思います。
<グノレーププレゼンの良さ>
・プ レゼンは l人でやったほうが楽だけど，グノレープでやることでチーム
ワーク力を鍛えられると思います。
<他者からの学び>で述べられているように，他の人のプレゼンからの学
びについて述べられていた。<準備過程>からの学びについての振り返り
もあった。<英語>の勉強への気づき，<グループプレゼンの良さ>につい
ての気づきもあった。一方，設定に関するく難しさ〉についての振り返り
もあったが，学びや気づきを<次回へ>つなげたい， という振り返りがあ
った。
4.4.後期の期末プレゼンテーション
前期と同じように，英文資料とパワーポイントを準備するようにした。
ただ，後期末のプレゼンテーションはテーマを自由にした。
図 5は後期プレゼンテーションの一例である。 この学生の発表は，話題
となっていた 「単位ノfン」についての英文記事からパンについて調査して
いた。 なお，後半部分ではアニメの画像が掲載されるため，肖像権を考慮
し，前半部分のみを掲載した。
図 5後期プレゼンテーションの一例
?
?
? ?
発表構成は，①プレゼン資料要約(日本語) ，②調査(日本語 or英
語) ，③意見 ・まとめ(英語) ，④引用文献(一覧)とした。前期とほ
ぼ同じであったが，つなぎで英語を入れるように指示をし，できるだけ英
を話す場面を増やすことを求めた。
4.5.後期の振り返りの分析
後期の振り返りの分析から ，<t学び>><t達成感 :?><t反省》の 3つのカテ
ゴリーができた。
《学び》では<準備中の気づき><他者のプレゼン><これからに><
学び合い><知らない知識>，以上 5つのサブカテゴリーが生成された。
各カテゴリーの具体的な振り返りを取り上げる。
<準備中の気づき>
・グループ作業に慣れると ，一人で作るのが大変だと感じました。
<他者のプレゼン>
・クラスのみんなのプレゼンはどれも闘いていてたのしいものばかりで知
識もふえました 0
・緊張してしまった感じがあるので， N君やY君ほどまで行かなくてもも
う少しリラックスして発表できるようになりたいです。
くこnカミら lこ>
-この先もプレゼンの機会はあるでしょうからその時に生かしていきたい
と思います。
<学び合い>
-英語購読の授業をいい形で締めくくることが出来たと感じております。
また ，みんなのプレゼン発表も前期の期末プレゼンよりもレベルアップ
していたと感じました。共に学び高め合うことが出来たということだと
思いました。
く知らない知識>
・普段授業でのプレゼンの作成は旬のニュースや自分が知らない知識を手
に入れることができとてもためになりました。
<他者のプレゼン>で述べられているように，前期と同じように他の人の
プレゼンからの学びだけでなく，内容を楽しんだことが述べられていた。
また，他の人の発表の様子から， <これからに>つなげていくという振り
返りもあった。<準備中の気っき>やく知らない知識><学び合い >とい
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った振り返りに普段の授業を踏まえた振り返りがあった。
《達成感》では<力を入れたこと>く発表を終えて><準備>く内容>
<工夫><英語使用><聞き手><質問への不満 >，以上 8つのサブカテ
ゴリーが生成された。各カテゴ リーの具体的な振り返りを取り上げる 。
く力を入れた こと>
・つなぎの英語やスラ イ ドの流れなど力 を入れてできたので，良かったで
す。
く発表を終えて>
-期末プレゼンは自分でーから調べてうまくできたと思う 。
<準備>
・前期の期末プレゼンで英語で意見を読むときに，何度も家で練習してい
ったのに前に立っと緊張してしまって ，練習のようにスラスラと読めな
かったことが悔いに残ったのと ，前期のプレゼン以上に英語を読むのを
多くしたので，前期の期末プレゼンのとき以上に自宅で何回も 一人でプ
レゼン発表を繰り返していました。今日はほとんどつまづくことなく英
語を読むことが出来たと思います。満足できる発表が出来ました。
<英語使用>
・期末のプレゼンは全部英語でやることができてよかったです0
.つなぎも英語でできるように頑張りました。
<内容〉
・自分が行ってみたいさつぼろ雪まつりについてプレゼンできて良かった
です。
<工夫〉
・外国語学部の友達に自分で考えた英文の文法確認をしてもらったりして，
なるべく全体的に英語を使うように頑張った。
<聞き手>
・前期の時よりは， 聞き手を意識して話せたと思います。
<質問への不満>
-質問に対してしっかりと調べておいたのでもう少し踏み込んだ内容の質
聞をしてくれでもいいのに，と感じた。
<英語使用 ><準備><工夫 >で述べられているように，英語の使用量を
増やすように指示したこともあり ，外国語学部の友達に協力してもらった
という振り返りや，前期の反省を含めて ，練習をした上で臨んだ， という
振り返りがあった。 <発表を終えて><聞き 手 ><内容>のような成長を
??? ?
感じさせる振り返りがみられた。
《反省》では， <内容><英語使用>く話し方><発表時間>く調査不
足><緊張>，以上 6つのサブカテゴリーが生成された。各カテゴリーの
具体的な振り返りを取り 上げる。
く内容>
・色々詰め込みたいものを詰め込んだ結果プレゼンの作成が今までよりも
完成度が低くなってしまったのが気がかりです。
く英語使用〉
・最初や最後 ，つなぎの言葉を英語で話せば良かった o
<話し方>
・少し緊張してしまったので，もう少しゆっくり話せると良かったです。
く発表時間>
・発表した感じだと思ったより発表時聞が短く感じてしまったので， もう
少し補足等入れでも良かったんじゃないかと思し、ます。
<調査不足>
・調査が少し物足りなかったです。
<緊張>
-緊張してしまい言おうと思っていたことが言 えなかったのでそこは残念
でした。
<緊張><話し方>で述べられているように，二度目の個人でのプレゼン
であったが，緊張したという 振 り返りがあった。一方，く内容 >のように
二度 目ということで，考え過ぎてしまって， うまく行かなかった， という
振り返りもあった。 く英語使用><発表時間>く調査不足>のような形式
的な反省があった。
5.考察
図 6は振り返りの分析結果を表したモデル図である。毎回の授業で行っ
たグループでのプレゼンテーションを背景に，前後期末に行 った個人での
プレゼンテーションを位置付けている 。 これは前後期それぞれの《学び》
の中に記述されていたため，グループプレゼンテーションを背景に置いて
いる。前期は《学び:><<満足感:>1:反省>>，後期は《学び:>1:達成感>>1: 
反省》のカテゴリーにまとめることができた。
前期では《満足感》よりも《反省》に多くのサブカテゴリーが生成され
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た。後期では，~達成感》が増え， ~反省》は減っている 。 このことから，
学生の成長を推察することができる 。 こうした成長は，~学び》の変化 か
らも読み取ることができる。前期では， <他者からの学び>であったが，
後期はく他者からのプレゼン>く学び合い><知らない知識 >と具体的に
変わっている 。 こうした変化の背景には，協同学習の効果が考えられる。
一方，前期では<質問の多さ>で 「質問が多かったことがうれしかったJ
とあったが，後期ではく質問への不満>で 「質問に対してしっかりと調べ
ておいたのでもう少し踏み込んだ内容の質問をしてくれでもいいのにJと，
より積極的になっていた。
こうした学生の成長から前期の《満足感》を後期では《達成感》として
いる 。 この成長は， 学び合いによって促されたと考える。
前期の《学び》にく英語〉があった。 これは英語の勉強が必要だと感じ
たという振り返りであった 。 後期では《達成感:þ~反省》の両方にく英語
使用 >があった。 r英語を使えた」 という達成感の振り返りと 「英語を勉
強しなければ」 という振り返りがみられた。 プレゼンを通して，英語の必
要性に気づいていることがわかる 。藤田 ・山形 ・竹中 (2009)が指摘する
プレゼンテーションを通した 自律的な学びが現れていると考える O
5'jJレー ブプレゼンテー ション
人ブレぜンテー ション(前駒
図 6 プレゼンテーションの効果
6.まとめ
大学の基礎教養科目としての英語の授業に 2種類のプレゼンテーション
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を取り入れた実践を学生の振り返りからその効果について検証を行った。
学生の学び合いから学生の成長を促し， 英語の勉強の必要性に気づかせる
という自律的な学習への示唆を得ることができた。
英語を苦手とする学生 を対象とした授業であったため，また授業内容を
考慮、して英語でのプレゼンテーションを強制しなかったが，後期末の個人
プレゼンテーションでは一部を英語で行うように指示 したところ，積極的
に取り組んでいた。今後，全てを英語で行うプレゼンテーションを現勤務
校で行っていきたい。
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